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１． 本報告の背景 

 近年、グローバルな規模で電気自動車（ＥＶ）の普及が促進されようとしている。ＥＶの発

想自体はガソリンエンジン以前からあったが、モーターや蓄電池などの電動化技術の実用性

が乏しく、これまで十分には発達して来なかった。地球温暖化の主要因の１つが温室効果ガ

スの増加とされ、代表例として自動車から排出される CO2の抑制が温暖化防止に直接効果が

あると期待される中、各ＯＥＭや部品メーカーは電動化技術や製品に莫大な投資を進めてい

る。また欧州をはじめとした先進国や途上地域でもＥＶの販売比率の増加や、従来のエンジ

ン車両の販売禁止年限を定めつつある状況が拡大している。 

ＥＶの普及には充電設備インフラの普及が不可欠である。とりわけ急速充電といわれる高

出力、大容量システムを用いた短時間での充電が出来なければ航続距離が限られてしまい、

ＥＶの活用は望めない。そこで課題となるのが、急速充電システムの標準化である。ＯＥＭ

各社が個別仕様にこだわり専用の急速充電設備の整備を自前で行うとすれば、莫大なコスト

が必要になる。いわゆるネットワーク外部性の視点から、ある急速充電システムを複数ＯＥ

Ｍが採用することで、コスト削減と設備台数が増加することで得られる利便性をユーザーは

享受することができる。但し、急速充電は安ければ良いというものではなく効率的な充電と

火災予防の為の過充電の抑制等が不可欠であり、急速充電技術はユーザーや交通社会にとっ

て十分な安全性の担保が不可欠な技術領域である。その意味では急速充電技術は自動車業界

において競争領域と協調領域のどちらにも関わる位置づけであると言える。 

ＥＶ向け急速充電方式の国際基準は大きく 4種類あり、既に相当数の充電設備がグローバ

ルに設置されている。これらは、１)日本：CHAdeMO方式(2009年～ 約 18,500個所) ２)欧

州：COMBO方式(2011年～ 約 7,000個所) ３)中国：GB/T方式（2012年～ 約 127,000個

所）４)米国：Tesla方式（2008年～ 約 8,500個所）という概況である。最新の状況の変化

として、日本の CHAdeMO方式と中国の GB/T方式が 2020年以降を目指して次世代技術の標準

化検討の合意を行った。また欧州の COMBO方式は新たに CharINという組織を創設し次世代

COMBO方式の検討を積極的に開始した。このようにＥＶ向け急速充電方式は、国際標準の形成

過程の途中であり、今後もまだ変化し続けるとみられる。 

以上から、本報告はＥＶのような新しい技術の促進について国際標準の形成を促進させる

ドライバーは、従来の標準化のドライバーと何が異なるのか？何が特徴的なのかを明らかに

することをリサーチクエッションとする。 
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２．関連する先行研究および仮説の設定 

グローバル企業の製品戦略の 1 つとして標準化戦略がある。その 1 つである業界標準は

「特定産業の利害関係者によって策定され、共通に利用されるドミナントな（支配的）技

術規格」である。これはエンドユーザーの利便性や使い勝手に強く影響し、また多くの製

品メーカー、部品サプライヤーあるいは周辺のコンテンツプロバイダーのビジネスの成否

を分けている。これまでの研究は、標準化の狙いや成立過程から、いくつかの標準化を類

別しその特徴を明らかにしている。例えば標準化機関で策定されるデジュール・スタンダ

ード、市場競争の結果、単独企業が事実上市場を支配する私的標準であるデファクト・ス

タンダード、複数の企業が自主的にグループを組んで合意形成を主体に民主的運営とプロ

セスを経て策定するフォーラム・スタンダード、特定の技術標準を推す複数の企業がグル

ープを組み、市場競争を通じて事実上市場支配を目指すコンソーシアム・スタンダード等、

これらはその代表例であり、また個々の事例では派生の類型化もされている。 

これらの先行研究をＥＶ急速充電方式の標準化の形成過程から当てはめると、１)日

本：CHAdeMO 方式はフォーラム・スタンダード、２)欧州：COMBO 方式はコンソーシアム・

スタンダード、３)中国：GB/T 方式は当初デファクト・スタンダードを目指していたが、

コンソーシアム・スタンダードへ移行、４)米国：Tesla 方式はデファクト・スタンダード、

のような構図になるだろう。すなわち 4 つの候補しかないＥＶ急速充電方式の標準化であ

っても、その標準化の活動は形成過程はそれぞれ異なっており、更に最新状況の変化を考

慮すると、類型タイプに分類に着目したアプローチよりも、標準化を促進する母体の組織

の成り立ちや組織能力に着目するべきであろう。すなわち組織能力がＥＶという新しい技

術の登場という環境変化に対してどのような対応する力を持っているかが、より重要であ

ると言える。 

組織能力についての先行研究の１つとして‘両効き組織’Ambidexterity Organization

（以下ＡＯとする）がある。これは、あたかも人間が右利き、左利きの両方が使えるよう

に、その持てる能力を活用 Exploiting と探索 Exploring のどちらも発揮できる組織が環

境変化に対して競争優位を持てるのか、という分析概念である（Zeki Simsek 2009）。Ａ

Ｏ研究は当初、事業部 Business unit ベース、企業 Firm ベースを研究対象としてきたが、

近年では企業間をつなぐ組織間ネットワークにおいても分析概念として用いられている。

（Venkatraman et al. 2006）。ＡＯの特徴的な要件には、二重構造、組織コンテクスト、

行動的コンテクストがあり、その範囲はビジネスユニットだけでなく、企業間レベルと組

織レベルの交互作用にも及ぶ。また、組織における両利きを可能にする要因は、構造や組

織コンテクスト、リーダーシップなどに注目する研究が展開されており、他方、組織の両

利き能力を探求する研究領域は、組織学習、技術イノベーション、組織適応、戦略マネジ

メント、組織デザインなど多岐にわたっている（Raisch & Birkinshaw. 2008）。 

そこで本報告では、ネットワーク外部性による効率化や利得の拡大を狙う標準化戦略を

促進させる組織はＡＯの要件をより多く持っている可能性が高い、という仮説を設定した。 
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２． 報告内容 

日本：CHAdeM方式を推進してきたのは CHAdeM協議会という一般社団法人である。発足の中

核は自動車ＯＥＭではなく長く電気自動車を研究してきた東京電力(株)であった。CHAdeM協

議会が発足した 2010年の年度末には僅かに 623台の急速充電器が設置されただけだった。こ

こで注目するべきは、623台の内訳であり、日本国内 582台、海外が既に 41台も設置されて

いる事であった。それは日本発の規格でありながら、当初からグローバル標準として活動を

進めている証しであると言えるだろう。この時点では日本のＯＥＭは日産、三菱、スバルの

みが協議会に参加しており、ＥＶよりもハイブリッド技術に重きをおいていたトヨタやホン

ダの協議会参加は発足の 2年後であった。また急速充電器メーカーは当初 5社しかなかった

が、CHAdeM協議会が発足以降に新規参入メーカーが増え現在では 20社以上となり、その殆ど

が CHAdeM協議会の会員会社である。 

 欧州：COMBO方式は、CHAdeMOが技術仕様を公開した後に、ＢＭＷ、ＧＭ、ダイムラーが対

抗提案という形で発表されたものである。当初は構想のみで実際に COMBO方式の急速充電シ

ステムを搭載した車両や急速充電器は極めて少量しか存在しなかった。 

中国：GB/T方式は、中國電力企業連合会が主導で進めた中国国内の電気技術の 1つとして

標準化されたものである。彼らは CHAdeM協議会の設立当初から技術交流会などで交流を行っ

た。技術的な視点から言えば、充電プラグの形状は異なるが、GB/T方式は CHAdeM方式をかな

り、模したものと言わざるを得ない。GB/T基準の設定後は、中国のＥＶ推進の政策が進めら

れ、充電設備数は中国国内の設置数だけで現在、世界一の規模になっている。 

米国：Tesla方式はイーロン・マスク氏が率いるテスラモータース専用の基準である。これ

は標準化戦略の分類としてデファクト・スタンダードに当てはまるかもしれないが、テスラ

は充電方式の基準そのものを他のＯＥＭへ提供することは視野に入れておらず、あくまでテ

スラモータースのユーザー用に自前でインフラ設置を進めている。但し、ユーザーの利便性

を考慮してテスラ専用の変換コネクターを設定して、CHAdeMO方式、COMBO方式の急速充電設

備からテスラ車両への急速充電することを可能にしている。 

 これら 4つの標準化について、仮説との関係を考えると、ＡＯの要件、すなわち‘両利き

組織‘的な運営をしているのは、他と比して CHAdeMO方式を推進してきた CHAdeMO協議会が

より多くあると言える。 

 

更に、仮説の検証を検討するために、CHAdeMO協議会発足以前からの活動経緯などについて

以下の内容でインタビューを実施した。 

＜インタビュー対応者＞ 

・CHAdeMO協議会事務局 丸田 様    （2018年 8月 31日 東京） 

・CHAdeMO協議会 代表理事 姉川 様 （2018年 9月 30日 神戸） 

・CHAdeMO欧州事務局 Belch 山辺 様 （2018年 9月 30日 神戸） 

 

３名の方に事前質問を提示した上で、各々２時間のデプスインタビューをおこない、３名に共

通した事柄を以下に抽出した。 

＜特徴的な活動内容＞ 

・発足時、TEPCO 研究所トップであった姉川さんのＥＶ普及を実現させたい、というビジョン、

情熱と信念が組織化の原動力であった。 

・チャデモ関係の特許や価格レベルは、コスト削減の為、協議会会社に開放した。 
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・自動車業界の内部だけでなく、業界外の国や関係機関への働きかけを積極的に進めた。 

・ＥＶ促進に消極的であったトヨタ、ホンダが参画してくれた事で、やり辛さもあったが、 

他の標準化の動きに対してチャデモ推進派とは別の働きかけになった。 

・欧州委員会との協議は大変タフだったが、COMBOとのマルチ充電器設置で対立が薄れた。 

 

４．考察 

本報告は、先行研究を踏まえた事例研究である。ＥＶ向け急速充電の４つの国際標準は当

面１つの基準には淘汰されずに競ってゆく状況が続くと推察される。その中でも、日本の

CHAdeMO 方式と中国の GB/T方式が 2020年以降を目指して次世代技術の標準化検討の合意し

た事は特筆するべきである。これは CHAdeMO 協議会が行った活動や組織形成と運営において、

より多くの競争優位性があったことをあらわしている。更になぜそれが可能であったかとい

う分析は、この組織が持っている、探索と活用、組織における多様性や創発性の重視、自律

性と緩やかな部門間調整、などの‘両利き組織’AO:Ambidexterity Organizationが持って

いる要件を兼ね備えており、更には単に要件が存在するだけでなく、それらを上手く組み合

わせて実行できるマネジメントの卓越さを見てとることができる。 
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